
虎ノ門ニュース(2021年3月22日 DHCテレビ)
総務省接待問題の本質は総務省の電波裁量権

3月22日に放送された虎ノ門ニュースで嘉悦大学教授で内閣官房参与
の高橋洋一氏が「総務省接待問題の本質は総務省の電波裁量権である」と指
摘した。
高橋氏は「総務省接待問題の本質は総務省の電波裁量権。この機会に裁量

性をなくし電波オークション導入すれば役人接待は意味がなくなるのでスッ
キリすると思う。裁量権があるから接待・天下りがある。むしろ入札にした
ほうが官僚も楽になる」と総務省に電波裁量権をなくし電波オークションを
導入すれば接待問題はなくなると指摘。
その上で「電波オークション導入のデメリットは電波の価値が明確になり

TVの電波利用料(NHKは20億・民放は5憶)が今より1桁上がること」とし、
「TVが儲からなくなるからTVで電波オークションの話は出ない」とメディ
アや野党が電波オークションを取上げない理由を解説した。

NHKと契約したくないニーズに答えるには
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山川出版が教科書に記述した従軍慰安婦は戦後に千田夏光が作った造語であり、
強制連行を示す証拠は日本側からも韓国側からもなし。

慰安婦問題は吉田清治の捏造を朝日新聞が喧伝した嘘の歴史であり、
最高裁も植村隆の慰安婦記事は捏造認定。日本を貶める嘘を教科書に載せるのは相応しくない。
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慰安婦問題は朝日の捏造


